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おいしそうなナシが、たくさんとれたね(金ヶ作・石川圜で)

秋の味覚を丸ごとどうぞ！

松
戸

の
ナ

シ
、
今

が
食

べ

ご
ろ

市
内
に
は
観
光
ナ
シ
園
が
七
十
九
園
。
今

年
の
夏
は
天
候
が
不
順
で
、
生
育
が
心
配
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
平
年
並
み
の
実
り
に
な

り
ま
し
た
。

明
治
時
代
か
ら
ナ
シ
の
特
産
地
で
あ
る
松

戸
市
は
、
二
十
世
紀
ナ
シ
の
原
産
地
と
し
て

も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
観
光
ナ
シ
園
は
昭
和

3
0年
代
か
ら
始
ま
り
、
毎
年
8

月
下
旬
か
ら

1
0月
中
旬
く
ら
い
ま
で
開
か
れ
、
ナ
シ
も
ぎ

を
楽
し
む
家
族
連
れ
や
団
体
な
ど
で
に
ぎ
わ

い
ま
す
。

歓
声
の
響
く
ナ
シ
園
の
中
、
お
い
し
そ
う

な
実
を
見
つ
け
て
は
、
か
ご
に
入
れ
て
い
き

ま
す
。
中
に
は
、
さ
っ
そ
く
皮
を
む
き
、
も

ぎ
た
て
の
新
鮮
な
甘
さ
を
味
わ
っ
て
い
る
姿

も
。走
り
は
、
わ
せ
種
の
「
幸
水
」
、
9
[月
に
入

っ
て
「
豊
水
」
、
そ
の
後
は
お
く
て
の
「
新
高
」

な
ど
が
人
気
の
品
種
。

身
近
で
手
軽
に
味
わ
え
る
秋
の
味
覚
。
家

族
や
友
達
と
、
秋
の
ひ
と
時
を
ナ
シ
も
ぎ
で

過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

紙敷・高徳園
山田 則子さん(左)
湯浅 ふみさん(中)
時江さん(右)

市
内
ば
か
り
で
な
く
、
遠
く
か

ら
車
で
買
い
に
み
え
る
方
も
多
い

で
す
よ
。

松
戸
の
ナ
シ
は
、
み
ず
み
ず
し

い
甘
さ
が
自
慢
。
新
鮮
な
う
ち
に

ど
う
ぞ
。

ほ

っ

と

T

O

W

N

ま

つ

ど
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病
院
と
老
人
保
健
施
設
が
同
時
に

福
祉
医
療
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン

高
塚
新
田
の
国
立
松
戸
病
院
の
跡
地
を
利
用

し
て
整
備
を
進
め
て
き
た
市
立
福
祉
医
療
セ
ン

タ
ー
が
、
1
0月
7
日
困
か
ら
診
療
を
開
始
し
ま

す
。こ
の
セ
ン
タ
ー
は
、
病
院
施
設
の
「
東
松
戸

病
院
」
と
老
人
保
健
施
設
の
「
梨
香
苑
」
か
ら

な
り
、
高
齢
者
の
心
身
の
特
性
に
総
合
的
に
対

応
で
き
る
地
域
福
祉
医
療
を
行
い
ま
す
。

黯
福
祉
医
療
セ
ン

タ
ー
開
設
準
備
室

音
9
1
-
1

2
5
1

番

福祉医療センター( 正面玄関)

二

つ

の

機

能

を

持

つ

。

東

松

戸

病

院

東
松
戸
病
院
は
、「
在
宅
ケ
ア

支
援
機
能
」
と
「
地
域
医
療
に

お
け
る
補
完
機
能
」
の
二
つ
の

機
能
を
持
つ

病
院
で

す
。

「
在
宅
ケ
ア
支
援
機
能
」
は
、

高
齢
者
が
「
心
と
体
」
の
両
面

の
尊
厳
を
保
ち
な
が
ら

、
独
立

し

た
「
人
」
と
し
て

生
活
を
続

け
ら
れ
る
よ
う
、
病
院
が
施
設

面
か
ら
援
助
す
る
機
能
で
す
。

福
祉
医
療
相
談
部
門

が
、
積

極
的
な

デ
イ
ケ
ア
の
活
用
や
シ

ョ
ー
ト
ス
テ
イ

、
短
期
の
入
院

治
療
、
訪
問
看
護
な
ど
を
通
じ

て

、
高
齢
の
療
養
者
が
自
宅
で

生
活
で
き
る
よ

う
支
援
し
ま
す
。

「
地
域
医

療
に
お
け
る
補
完

機
能
」
で

は
、
市
内
の
保
健
機

関
や
医
療
提
供
施
設
で
充
足
で

き
な
い

機
能
を
補
完
し
ま
す
。

病
院
の
規
模
は
、
ベ
ッ
ド
数

二
百
床
。
診
療
科
目
も
、
当
初

は
内
科
、
神
経
内
科
、
呼
吸
器

科
、
外
科
、
整
形
外
科
、
理
学

診
療
科
、
眼
科
、
耳
鼻
咽
喉
科
、

泌
尿
器
科
、
婦
人
科
の
十
科
目

で

始
ま
り
、
将
来
的
に
は
、
皮

膚
科
、
放
射
線
科
、
麻
酔
科
、

歯
科
、
精
神
科
、
循
環
器
科
の

六
科
が
加
わ
り
、
十
六
科
目
と

な
る
見
込
み
で

す
。

ま
た
、「
総
合
診
療
外
来
」
を

設
置
し
、
専
門
分
化
し
た
診
療

科
の
医
療
と
調
整
を
図
り
な

が

ら
、
全
人
的
な
医
療
を
行
う
よ

う
努
め
ま
す
。

ま
た
、
根
治
的
な
治
療
が
困

難
な
患
者
の

苦
痛
を
や
わ
ら
げ

る
こ

と
を
基
本
と
し
な
が
ら
、

患
者
個
人
の

尊
厳
を
保
ち
、
質

の
高
い

生
活
を
送
れ
る
よ
う
治

療
と

援
助
を
行
う
緩
和
ケ
ア
ヘ

の
取
り
組
み
も
計
画
さ
れ
て
い

ま
す
。

※
な
お
、
東
松
戸
病
院
で
受
診

さ
れ
た
外
来
患
者
に
は
院
外

処
方
せ
ん
を
発
行
し
ま
す
。

薬
は
、
病
院
外
の
調
剤
薬
局

で
、
処
方
せ
ん
に
基
づ
い
て

お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

コンピューターシステムのチェックなど開院の準備を進めています

総合的な地域福祉医療を行います

近
く
に
市
立
病
院
が
で

き
る
と
、
急
病
の
と

き
で
も
大
丈
夫
だ
と
い
う
安
心
感
が
あ
り
ま
す

ね
。診
療
科
目
も
、
以
前
の
国
立
病
院
の
と
き
よ

り
も
増
え
る
み
た
い
で
す
し
、
期
待
し
て
い
ま

す
。

高塚新田

及川 たか子さん

配 置 図

松戸 市立福祉医 療セ ンター

所 在 地 松戸市高塚新田123-13

施設 規模

病 院200 床

老人保健施設50 床

診療科目

内科、呼吸器科、神経内

科、外科、理学診療科、

整形外科、眼科、耳鼻咽

喉科、泌尿器科、婦人科、

※眼科、耳鼻咽喉科、泌尿器科、婦人

科については、隔日診療となります

ので、受診の際にはお問い合わせく

ださい。

白
井
聖
地
公
園

墓
地
使
用
申
し
込
み
は
9
/
2
6
~
2
8

募

集
内

訳

普

通

墓
地

百

五

十

八
区

画

、

芝

生

墓

地
九

十

八

区

画

、
そ

の

う

ち

焼

骨

保
有

者

が

対

象

の

も

の

二

百

三

十

六

区

画

、
そ

れ

以

外

の

も
の

二

十
区

画

申
し

込

み

で

き

る
人

市

内

ま

た
は

白

井

町
に

一

年
以

上

居

住

し

て

い

て

、

白

井
聖

地

公

園
を

使
用

し
て

い

な
い

人

汰
一

世

帯

一
区

画

に

限

る

。

申

し

込

み
9

月
2
6
日

㈲
~
2
8

日

㈹

午

前
9

時
～

午

後
4

時
の

間

に

、

市

役

所
本

館

二

階

大
会

議
室

お

よ

び
白

井

聖

地

公

園

管

理

事

務

所
で

受

け

付

け

ま
す

。

申
込
申
請
書
、
所
定
の
ハ
ガ
キ

(
切

手

を
張

っ
た

も

の
)
、
印

鑑

、

住
民
票
(

本
籍
・
住

所
・
氏
名

・
世
帯
主
・
続
柄
が
記
載
さ
れ

て
い
て
、
本
年
9
月
1

日
以

降

発
行
の
も
の
)

全
部
の
写
し
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い

。

抽
選
普
通
墓
地
=
1
0月
1
2日

㈹
午
前
1
0時
か
ら
、
芝
生
墓
地

=
午
後
1

時
1
5分
か
ら
、
市
役

所
本
館
二
階
大
会
議
室
で

※
会
場
の

収
容
人
員
(
八
十
人
)

に
達
し

次
第
締
め
切
り
ま
す

。

抽
選
の
結
果
は
、
後
日
ハ
ガ

キ
で

お
知
ら
せ
し

ま
す
。

申
し
込
み
案
内
書
の
配

布
9

月
2
8日
㈹
ま
で
、
市
役
所
・

各

支
所
・
白
井
聖
地
公
園
管
理

事

務
所
・
白
井
町
役
場
で

固
白
井
聖
地
公
園
課

市
民
交
通
傷
害
保
険

予
約
受
け
付
け
中

加
入
で
き
る
人
①
市
内
に
住

ん
で
い
て
住
民
登
録
ま
た
は
外

国
人
登
録
を
し
て
い
る
人

②
市

内
の

事
業
所
に
勤
務
し
て
い

る

人

保
険
料
一
人
一
口
に
限
り
年

額
三
百
六
十
円
(

中
途
加
入
は

月
割
三
十
円
)

※
来
春
小
学
校
に
入
学
す
る
児

童
は
百
八
十
円
で
す
。

保
険
期
間
1
0月
1

日
~
平
成

6
年
9
月
3
0日
の
一
年
間

対
象
と
な
る
事
故
自
動
車
・

オ

ー
ト
バ
イ

・
自
転
車
・
電
車

な
ど
に
関
連
し
、
国
内
で
発
生

し
た
事
故
(

航
空
機
・
船

舶
事

故
は
除
く
)

保
険
金
の
請
求
被
保
険
者
カ

ー
ド
・
交

通
事
故
証
明

書
・
医

師
の

診
断
書
・
印
鑑
を
持
っ
て
、

事
故
発
生
後
二
年
以
内
に
安
全

課
へ
※
交

通
事
故
に
あ
っ
た
と
き
は
、

必
ず
警
察
へ
届
け
て
く
だ
さ

加
入
手
続
き
印
鑑
・
保
険
料

を
持
っ
て
安
全
課
・
市
民
課
・

各
支
所
ま
た
は
出
張
受
付
会
場

(
左
表
)
へ

問
安
全
課
安
全
係

出張受付日程表

日 時 場所

9/2 明
午
後
1
時

330
肘

分

さかえ幼稚園

21(火) 小山集会所

22伽 八柱市民センター・牧の原栴壇幼稚園

24廁 稔台市民センター

27(月) 馬橋市民センター・馬橋東市民センター

2跏 みどり幼稚園・明市民センター

29伽 松戸駅東西連絡通路

※雨天の場合、会場により中止する場合があります。

午
後
1
時
3
0分
~

3
時
3
0分



保健・医療・福祉を

ひとつに
施

設

ケ

ア

と

在

宅

ケ

ア

の

間

を

つ

な

ぐ

梨

香

苑

老
人

保
健
施
設
「
梨
香
苑
」

は
、
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど

の
施
設
ヶ
ア
と
、
在
宅
ケ
ア
を
つ

な
ぐ
中
間
施
設
、
通
過
施
設
と

し
て

の
性
格
を
持
っ
た
施
設
で

す
。病

状
が
安
定
し

、
入
院
治
療

の
必
要
は
な
い

が
、
家
庭
へ

す

ぐ
戻
れ
る
と
い
う
段
階
で

は
な

い
人
を
、
家
庭
に
帰
っ
て

生
活

で

き
る
よ
う
支
援
し

ま
す
。

入
所
定
員
は
五
十
人
。
主
に

生
活
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を

行
い

ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の

病
院
、
老

人
保
健
施
設
を
よ
り
有
効
に
活

用
し

、
「
保
健
・
医
療
・
福
祉
」

が
一
体
化
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
た
め

、
民
間
事
業
者
に

よ
る
高
齢
者
の
福
祉
を
目
的
と

す
る
「
居
住
」
施
設
、「
生
き
が

い
」
施
設
、「
交
流
」
施
設
な
ど

の

設
置
も
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

福祉医療センターは、厚生年金・

国民年金積立金還元融資施設として、

資金の融資を受けています。

私
に
は
、
ま
だ
直
接
関
係
あ
り
ま
せ
ん
が
、

近
い
将
来
、
高
齢
化
社
会
が
や
っ
て
く
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
市
が
、
こ
ん
な
ふ
う
に
老

人
向
け
の
医
療
や
福
祉
に
力
を
入
れ
て

く
れ
る

の
は
、
と
て
も
心
強
い
で
す
ね
。

保
健
・
医
療
・
福
祉
が
一
体
化
さ
れ
た
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
ま
す

高塚新田
芝田 靖子さん

案 内 図交 通

松戸駅西口 から 京成バス「 国立松戸

病院」行き に乗り 、終点 で下車、また

は 、東 松戸駅 から 京成バス「 本八幡

駅」行きに乗り 、「国立松戸 病院」で

下車 、徒 歩4 分

※バス停 の名 称変更に

ついては 要請中 です。

バス時刻表

時

松戸駅発
田立松戸病院行き

東松戸駅発

本八幡駅行き

6 29 57

7 23553 16263553

8 2246 6213651

9 1545 63149

10 20 62343

11 040 3347

12 20 9

13 040 15

14 20 951

15 035 2Z57

16 1040 123257

17 1035 132950

18 1339 163651

19 430 123254

20 033 1740

21 10 122953

22 15 1435
時刻は平日のもの。交通渋滞等により遅れる
こともあります。

監
査
結
果
の
公
表

平
成
5
年
度
の
定
期
監
査
及
び

財
政
援
助
団
体
監
査
結
果
の
概
要

を
次
の
と
お
り
公
表
し
ま
す
。

平
成
5
年
9
月
3
日

松
戸
市
監
査
委
員

加
藤

光
治

原
島

康
廣

渡
辺

昇

湯
浅

和
子

記

〔
定
期

監
査

〕

○
監
査
の
対

象
=

市
民
部
、
景
観

担
当
室

、
都
市
計
画

部
、
都
市

整
備

部
、
教
育
委
員
会
(

管
理

部
、

学
校
教
育
部
、
社
会
教
育

部
並
び
に

柿
ノ

木
台
、
牧

野
原
、

常
盤
平

第
一
の

各
小

学
校
及
び

第
二
中

学
校
)
、
水
道

部
、
国
保

松
戸
市
立

病
院

○
監
査
対

象
事
項
=

配

当
予
算
の

執
行
状
況
、
委
託
料
の

事
務
処

理
状
況
、
財
産
・
備
品
の

維
持

管
理
状
況
(
共
通
事
項
)
、
住
民

実
態
調
査
の

状
況
(

市
民
課
・

各
支

所
)
、
公

金
の
取

扱

状
況

吊

民

課
・
各
支
所
・
安

全
課
)
、

証
紙
の
受
払

状
況

、
国
民
健
康

保
険
給
付
金
の
取

扱
状
況
(

市

民
課
・
各
支
所
)
、
交
通
安
全
施

設
整
備
事
業
実

施
状
況

、
財
政

的
援
助
に
係
わ
る

事
務
処
理
状

況
(
安

全
課
)
、
市
民
会
館
等
の

利

用
状
況
(

市
民
会
館

・
各
支

所
)
、
工
事
等
の
入

札
及

び
契
約

状
況
(

都
市
計
画
課

・
開
発
計

画

課
)
、
都
市
計
画

道
路
等
の

新

設
改
良
状
況
(
街

路
課
)
、
市
施

行
に
よ

る
区
画
整
理

事
業
の

進

捗
状
況

、
土
地
区
画
整
理

組
合

に

対
す
る
指
導
助
成
状
況
(

区

画

整
理
課
)
、
市
街
地
整
備
事
業

の

進
捗
状
況
(
再
開
発
課
)
、
学

校
に
対
す
る
予

算
配

分
及
び
執

行
状
況
、
学
校
用

物
品

等
の
共

同

購
入

状

況
(

管

理

部

庶

務

課
)
、
学
校
施
設
及

び
用

地
の
維

持
管
理
状
況
(

学
校

施
設
課
)
、

使
用

料
・
保
育
料

等
の

収
納
状

況

、
教
職
員
及
び
児

童
・
生
徒

の

状
況
、
就
学
奨
励
の

処
理

状

況

、
校
外
指
導
施
設
の

運
営
状

況
(

学
務
課
)
、
児
童
・
生
徒
の

保

健
対
策
の
状
況
(

保

健
体
育

課
)
、
社
会
教
育
関
係
団

体
に

対

す

る
育
成
指
導
状
況
(

社
会

教

育
課
)
、
体
育
施
設
の

管
理

運
営

状
況
(
ス
ポ

ー
ツ
課
)
、
社
会

教

育

施
設
の

管
理
運
営
状
況
(

公

民

館
・
図
書
館
・
文
化
ホ

ー
ル
・

青
少
年
会
館
・
婦
人
会
館
)
、
少

年
の

非
行
防
止
と
健

全
育
成
状

況
(
少
年
セ
ン
タ
ー
）
、
備
品
(
図

書
を

含
む
)
台

帳
の
整
備
状
況
、

実

験
用

劇
毒
物
等
の
受
払
及
び

保

管
状
況

、
寄
附
受
入
れ
の

事

務
処
理

状
況
(
各
小
・
中
学
校
)
、

水
道
料

金
の

収
納
状
況
(

水
道

部
)
、

業
務
の

経

営
管
理

状
況

(
国
保

松
戸
市
立
病
院
)

○
監
査
の

期
間
=

平
成
5

年
2

月

2
3日
～
6

月
8

日

O
監
査
の

結
果
=

監
査
の
結
果
は
、

お

お

む
ね

適

切

と

認

め
ら

れ

た
。

〔
財
政
援
助
団

体
監
査
〕

○
監
査
対

象
団

体

財
政
援
助
が
行
わ
れ
た
各
種

団
体
の
う
ち
社
会
教
育
部
社
会

教
育
課
及
び
公
園
緑
地
部
公
園

緑
地
課
に
係
わ
る
次
の
二
団
体

剛
財
団
法
人
新
松
戸
郷
土
資
料

館
②
財
団
法
人
ま
つ
ど
街
と
水
辺

の
緑
化
基
金

○
監
査
対
象
事
項
=
補
助
事
業
が

補
助
目
的
に
そ
っ
て
適
切
に
執

行
さ
れ
て
い
る
か
。
補
助
事
業

に
係
わ
る
経
理
が
適
切
に
行
わ

れ
て
い
る
か
。
事
業
目
的
に
そ

っ
て
効
率
的
に
運
営
さ
れ
て
い

る
か
。
以
上
の
事
項
を
重
点
に

監
査
を
実
施

O
監
査
の
期
間
=
平
成
5
年
5
月

7
日
~
6
月
1
日

O
補
助
目
的
・
効
果

財

団
法
人
新
松
戸
郷
土

資
料

館
=

同
館
は
、
新
松
戸
地
域
の

文
化

・
習
俗
・
史
料
の
収

集
・

保
存

・
展
示

を
行
い
、
地
域

住

民
の
相
互

理
解
を
深
め
、

も
っ

て
松
戸

市
の

発
展
に
寄
与
す
る

こ

と
を

目
的
と
す
る
。
ま
た

、

同
館
へ
の

補
助
は
、
管
理
運

営

に
必
要
な

経
費
と
し
て

有
効
に

利
用
さ
れ

、
十

分
効
果
を
あ
げ

て

い
る

。

財
団
法
人

ま
つ

ど
街
と
水
辺

の
緑
化
基
金
=

同
基
金
は
、
広

く
市
民
の
自
発
的

、
積
極
的
な

参
加
を
得
て

、
都
市
緑
化
の

推

進
を
図
り
、
も
っ
て
緑

豊
か

な
、

潤
い

と
安
ら

ぎ
の

あ
る
健
康
的

で
住
み

良
い

ま
ち
づ
く
り
を

推

進
す
る
こ
と

を
目
的
と
す
る

。

ま
た
、
同

基
金
へ
・
の
補
助
は
、

緑
化
の
増

進
に
要

す
る
費
用
と

し
て

有
効
に
利
用

さ
れ
、
十
分

効
果
を
あ

げ
て
い

る
。

O
監
査
の
結
果
=

収
支
の
会
計
経

理
に
係
わ
る

事
務
処
理
及
び
帳

簿
並
び
に

証
拠

書
類
等
は
、
お

お
む
ね
適
切
で

、
補
助
目
的
に

そ
い

運
営
さ
れ
て
い

る
も
の
と

認
め
ら
れ
た
。

な
お
、
都
市
整
備

部
開
発
計

画

課
の
定
期
監
査
に
つ
い
て

は
、

地
方
自
治
法
第
一
九
九

条
の
二

の

規
定
に
基
づ
き

、
監
査

委
員

原
島
康
廣
を
除
斥
し
監
査
を
執

行
し

た
。

あ
な
た
の
健
康

た
ば
こ
の
誤
飲

た
ば
こ
の
誤
飲
は
、
主
に
ハ

イ
ハ
イ
し
始
め
て
活
発
に
動
き

出
す
七
ヵ

月
か
ら
十
二
ヵ

月
の

乳
児
に
起
こ
り
ま
す
。
日

本
で

の
こ

の
発
生
比
率
は
、
ア
メ
リ

カ
の
三
十
倍
も
多
い
と
い

わ
れ

て
い

ま
す
が
、
こ

れ
は
畳
の
生

活
が
中
心
で
あ
る
た
め
と

考
え

ら
れ
ま
す

。

た

ば
こ

の
誤

飲
の

危
険

度
は

た
ば
こ
に

含
ま
れ
て
い
る
二

コ
チ
ン
の

毒
性
は
強
く
、
普
通

の
た
ば
こ
一
本
の
半
分
が
完
全

に
溶
解
し
体
内
に
吸
収
さ
れ
る

と
、
乳
児
で
は
死
に
至
り
ま
す
。

し
か
し
幸
い
な
こ

と
に

、
二
コ

チ
ン
は
吐
き
気
を
催
さ
せ
る
作

用
が
あ
っ
て
、
吐
き
出
し
て

し

ま
う
こ
と
も
か
な
り
多
く
、
ま

た
、
た
ば
こ

は
胃
の

中
で
は
ゆ

っ
く
り
吸
収
さ
れ
ま
す
の
で

、

一
本
未
満
な
ら
乳
児
で
も
致
命

的
に
な
る
こ

と
は
ほ
と
ん
ど
な

い
よ
う
で
す
。
少
量
の
場
合
な

ら

、
家
庭
で

様
子
を
み
て

も
よ

い
と
さ
れ
て
い

ま
す

。

何
を

ど
れ

だ
け

飲
ん

だ

か

一
般
に
誤
飲
事
故
が
起
き
た

と
き
は
、
何
を
ど
れ
だ
け
飲
ん

だ
か
を
、
落
ち

着
い
て
正

確
に

知
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

食

品
の
器

に
危

険

物
を

入

れ

な

い

中
毒
事
故
を
原
因
別
に
見
る

と
た
ば
こ
と

薬
が
一
番
多
く
、

大
人
の
不
注
意
が
す
べ
て
で

す

例
え
ば
、
飲
み
残
し

た
ジ
ュ

ー
ス
の
空
き
缶
を
灰
皿

代
わ
り

に
使
い

、
こ
の
溶
け
た
二
コ
チ

ン
を
飲
み

物
と
間
違
え
て
飲
ん

で

し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す

。

こ
の
よ
う
な
溶
解
液
は
危
険

な
の
で

、
お
尻
を
た
た
く
と
き

の
要
領
で
子
ど
も
を
う
つ
ぶ
せ

に
抱
え

、
の
ど
の
奥
に

指
を
入

れ
て

吐
か
せ
ま
す
。
嫌
か
っ
て

口
を
開
け
な
い
と
き
は
鼻
を
つ

ま
み
ま

す
。
こ

の
と
き
牛
乳
か

温
水
(
コ

ッ

プ
半
分

く
ら
い
)

を
、
無
理
な
く
飲
め
る
な
ら
飲

ま
せ
て
か
ら
吐
か
せ
る
と
効
果

的
で

す
。
ま
た
、
吐
し

や
物
が

気
管
の
方
に
逆
流
し
な
い
よ
う

注
意
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
・

動
転
し
な
い
で

、
吐
き
や
す
い

態
勢
を
保
っ
て

く
だ
さ
い
。

し
か
し
、
石

油
類
、
洗
浄
剤
、

塗
料
類
な
ど
を
誤
飲
し
た
と
き

は
、
吐
か
せ
て

は
い
け
ま
せ
ん
。

食
道
や
気
管
が
、
吐
し

や
物
で

焼
け
た
だ
れ
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。い
ず
れ
に
し
て
も
、
直
ち
に

医

師
に
連
絡
し

、
適
切
な
治
療

を
受
け
る
こ
と
で

す
。

な
お
、
筑
波
大
中
毒
セ
ン
タ

ー
(
容
0
2
9
8
-
5
1
-
9
9

9
9

番
)
で
、
事
故
発
生
時
の

電
話
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
。

(
松
戸
市
医
師
会
)



消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
が
移
転

あなたの暮らしを応援しまず

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
ガ
、
1
0月
1
日
應
、
新
設

さ
れ
た
京
葉
ガ
ス
F
松
戸
第
二
ビ
ル
の
五
階
に
移
転

し
、
ス
ペ
ー
ス
も
広
が
り
ま
す
。

消
費
生
活
相
談
、
く
ら
し
の
講
座
や
資
料
の
提
供

な
ど
、
セ
ン
タ
ー
の
業
務
も
一
層
充
実
し
、
あ
な
た

の
消
費
生
活
を
応
援
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

消
費
生
活

相
談

事
業
者
が
提
供
す
る
商
品
、

サ
ー
ビ
ス
な
ど
で
、
身
近
に
起

き
た
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い

て
、
専
門
の
相
談
員
が
助
言
、

あ
っ
せ
ん
を
し
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
へ
寄
せ
ら
れ
て
い

る
相
談
の
中
で
多
い
の
は
、
悪

徳
商
法
に
関
す
る
も
の
で
、
社

会
経
験
の
少
な
い

若
者
や
、
高

齢
者
を
狙
っ
た
事
例
が
増
え
て

い
ま
す
。

法
の
網
を
く
ぐ
っ
て
次
々
と

新
し
い
手
口
を
考
え
出
す
悪

徳

商
法
の
セ
ー
ル
ス
マ
ン
は
、
巧

妙
な
話
術
で
あ
な
た
に

近
付
い

て
き
ま
す

。

あ
な
た
も
困
っ
た
な
と
思
っ

た
ら
早
め
に

ご
相
談
く
だ
さ
い

。

相
談
時
間
・
:月
～
金
曜
日
午

前
9

時
~
午
後
4

時
(
正
午
~

午
後
1
時
を
除
く
)

相
談
専

用
電
話
・
亠
6
5
-
6

5
6
5

番
、
フ
ァ
ク
ス
6
5
-
9

6
0
6

番

生
活
に
役
立
つ

衣
食
住
の
講

座
か
ら
、
経
済
や
環
境
に
つ
い

て
学
習
す
る
講
座
ま
で

、
さ
ま

ざ
ま
な
講
座
を
お
届
け
し
ま
す
。

暮
ら
し
の
い
き
い
き
講
座
…

地
域
で
の

学
習
会
に
講
師
を
派

遣
し
ま
す
。
二
十
人
以
上
の
参

加
が
見
込

ま
れ
る
グ
ル
ー
プ
で
、

開
催
希
望
日
の
三
週
間
前
ま
で

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
悪

徳
商
法
の

話
か
ら
、
子
供
へ
の

消
費
者
教
育
な
ど
、
メ
ニ
ュ
ー

は
豊
富
で
す
。

く
ら
し
の
講
座
を

お
届
け
し
ま
す

く
ら
し
の
セ
ミ
ナ

ー
・
:消
費

者
月
間
に
当
た
る
5

月
に
、
経

済
社
会
に
関
す
る
講
座
を
開
催

し
ま
す
。
募
集
は
広
報
紙
上
で

行
い

ま
す
。

ほ
か
に
も
、
高
齢
者
向
け
や

夏
休
み
中
の
親
子
対
象
の
も
の

学
校
教
諭
向
け
な
ど
の
講
座
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

こ

ん
な
テ
ー
マ

も
学
べ

ま
す

く
ら

し

と

生

活

設

計

食

物
繊

維
に
つ

い
て

食

生
活

と

成

人

病

食

品
の

安
全

性

食

品
添

加
物

に
つ

い

て

身

近

な
法

律

家
庭
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

整

理

と

収
納

暮

ら
し

と

商
品

知

識

そ

の

他

物
価
・
流

通
・
経

済

。

消

費

生
活

に

関

す

る

も
の

消
費
者
情
報
を

提
供
し
ま
す

展
示
・
資
料
コ
ー
ナ
ー
、
視

聴
覚
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
商
品
や

サ
ー
ビ
ス
の
テ
ス
ト
情
報
、
危

害
情
報
、
消
費
者
教
育
情
報
や
、

衣
食
住
の
暮
ら
し
の
知
識
な
ど

の

図
書
・
雑
誌
・
ビ
デ
オ
を
用

意
し
て
い
ま
す
。

消
費
者
グ
ル
ー
プ
の
会
合
・

学
習
会
等
に
、
場
所
の
提
供
も

し

ま
す
。

黷
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
酋
6
6
-

7
3
2
9

番

松戸駅東口下車徒歩10分 京葉ガスF松戸第2ビル5階
松戸市消費 生活センター

松 戸 市 消 費 生 活 セ ン タ ー

〒271 松戸 市小根本Z-8

京葉ガ スF 松戸第2ビ ル5 階

S66-7329 番

開館時間…月~金曜日、午前8 時30分~午後5 時

9月定例市議会が開会中

平成4 年度決算など23件を審議

9
月
定
例
市
議
会
が
、
9
月

3
日
窗
か
ら
2
2日
團
ま
で
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の

市
議
会
に
は

、
平
成

4
年
度
一

般
会
計
・
特
別
会
計
・

企
業
会
計
の
決
算
、
条
例
の
制

定

、
契
約
の
締
結
な
ど
二
十
三

件
の
議
案
が
上
程
さ
れ
て
い

ま

す
。主
な
議
案
は
次
の
と

お
り
で

す
。決

算

の

認

定

▽
平
成
4

年
度
一
般
会
計
及
び

特
別
会
計
・
企
業
会
計
の
決

算
の
認
定

補

正

予

算

▽
平
成
5

年
度
一
般
会
計
(
第

一
回
)
・
:既
定
の
歳
入
歳
出

予
算
の

総
額
に
八
億
七
千
三

百
三
十
五
万
三
千
円
を
追
加

し
、
総
額
を
一
千
二
百
八
億

五
千
三
百
三
十
五
万
三
千
円

に
し
ま
す
。

▽
特
別
会
計
=
下
水
道
事
業
会

計
(
第
一
回
)
は
、
三
億
八
千

三
十
八
万
一
千
円
を
追
加
し
、

老
人
保
健
事
業
会
計
(

第
一

回

は
、
二
億
二
千
二
百
九

十
九
万
三
千
円
を
追
加
し
ま

す
。条

例

の

制

定

▽
松
戸
市
認
可
地
縁
団
体
印
鑑

条
例
の
制
定
に
つ
い
て
・
:認

可
地
縁
団
体
に
係
る
印
鑑
登

録
証
明
を
実
施
す
る
た
め

マ
松
戸
市
廃
棄
物
の
処
理
及
び

清
掃
に
関
す
る
条
例
の

全
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て
・
=廃
棄
物
の
処
理
及

び
清
掃
に

関
す

る
法
律
の
改

正
に
伴
い

、
廃
棄
物
の

減
量

及
び
適
正

処
理
に
関
す
る
施

策
を
促
進
す
る
た
め

条

例

の

一

部

改

正

▽
松
戸
市
役
所
支

所
設
置
条
例

…
小
金
支
所
を
移
転
す
る
た

め
▽
松
戸
市
立
高
等
学
校
及
び
松

戸
市
立
幼
稚
園
の
学
校
医
、

学
校
歯
科
医
及
び
学
校
薬
剤

師
の
公
務
災
害
補
償
に
関
す

る
条
例
・
:公

立
学
校
の

学
校

医
、
学
校
歯
科
医
及
び
学
校

薬
剤
師
の
公

務
災
害
補
償
の

基
準
を
定
め
る
政
令
の

改
正

に
準
じ
、
補
償
基
礎
額
の
引

上
げ
等
を
図
る
た
め

マ
松
戸
市
保
健
セ
ン

タ
ー
条
例

…
小
金
環
境
区
に
保
健
セ
ン

タ
ー
を
設
置
す

る
た
め

▽
松
戸
市
消
防
団

員
等
公
務
災

害
補
償
条
例
=・
非
常
勤
消
防

団

員
等

に

係

る

損

害
補

償

の

基
準

を

定
め

る

政

令
の

改

正

に

準
じ

、

補

償

基

礎
額

の

引

上

げ

等
を

図

る

た
め

▽
松

戸
市

消

防

団

員
退

職

報

償

金

支

給

条
例

…

消
防

団

員

等

公

務
災

害

補

償

等
共

済

基

金

法

施
行

令

の

改
正

に

準

じ

、

退

職

報

償

金
の

額
の

引

上

げ

を

図

る
た

め

字

の

区

域

及

び

名

称

の

変

更

マ

町

名

地
番

を

整

備
す

る
た

め

の

も
の
・
・・
五

香
六

実

の

一

部

契

約

の

締

結

マ

松

戸
市

立

第
二

中

学

校
屋

内

体

育
館

改
築

及

び

給
食

施

設

新

築
工

事

の

請

負

・
松

戸

市

立

第
四

中

学

校

屋
内

体
育

館

改

築

及
び

給

食

施

設
新

築

工

事

の

請

負
・
・・
体

育
館

の

老

朽

化

に

よ

る
運

動

実

技
の

支

障

を

解

消
す

る
と

と

も

に

学
校

給

食

を

実

施
す

る

た

め

工事の進む北小金駅南口再開発
ビル。このビル内に小金支所が

移転する予定です

「

森

の

ホ

ー

ル
2
1
」
1
0
/
1

鵆

か

ら

受

付

場

所

と

時

間

が

変

更

に

受
付

時

間

午

前
1
0
時
~

午

後

5
時

受

付
場

所

森

の

ホ

ー
ル

2
1内

事

務

室

※
月

曜
日

・
年

末

年

始

・

保
守

点

検
日

を
除

き

ま

す

。

蠢
森
の
ホ
ー
ル
2
1
四
8
4
-
5
0

5
0

番

赤

い

羽

根

募

金

運

動

に

ご

協

力

を

「
赤

い

羽

根

」
共

同
募

金

運

動

は

、
1
0
月

か

ら

全
国

一
斉

に
行

わ

れ

る

助

け

合
い

運

動
で

す

。

松

戸

市

の

平

成
4

年

度

実

績

は

四

千

七

百
四

十

七

万

一

千
二

百

九

十

七

円
で

、

県

共

同

募
金

を

通

じ

、
市

社
会

福

祉

協

議
会

、

民

間

社

会

福
祉

施

設

・

団

体
な

ど

に

配

分

さ
れ

ま

し

た

。

千

葉

県

共

同
募

金

会

松
戸

支

会
(
援

護

課

内
)

重

度

身

体

障

害

者

住

宅

増

改

築

資

金

を

貸

し

ま

す

対

象
三

級
以

上

の

身

体

障

害

者
ま

た

は

生
計

を

同
じ

く

す

る

扶

養
義

務

者

貸
付

限

度

額
二

百

五

十

万

円

増
改

築

面

積
二

十
平
方
㍍
以
下
所
得
制
限
前

年
度

の

総

所

得
が

三

百

五

十
万

円

以

下

償

還

年
利

三
%

。
六

ヵ

月

据

え

置
き

十

年

以

内

周
一
援

護

課

庶
務

係

危

険

物

取

扱

者

試

験

1
2月
5

日

㈲

会

場

日

本
大

学
理

工

学

部
(
船

橋
市
)

種

類

・

費
用

甲

種
=

五

千

円

、

乙
種

(
全
類
)
＝
三
千
四
百
円
、
丙
種

＝
二
千
七
百
円
受
付
期
間
1
0

月
5

日

㈹

～
8

日

金

受

付

場

所
消

防

局

予

防

課

講

習

会
]（

月
9

日

㈹

模

擬

試
験

い
1
1

一
月
1
9

日

脂

・
2
6
日

金

類

消

防

局

予

防

課

四
6
3
-
1
1

内
線
2
0
7
番

パ
ー
ソ
ン
・
ト
リ
ッ
プ
(
人

の

動

き
)
調

査

に

ご
協

力

を
県
で

は
、
都
市
交
通
の
利
用

実
態
を
捉
え
、
将
来
の
総
合
的

な
町
づ
く
り
に
生
か
す
た
め
、

1
0月
か
ら
い
1
1
月
に
か
け
て

、
人

の
動
き
に
関
す
る
大
規
模
な
交

通
実
態
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

調
査
方
法
は
、
三
百
世
帯
に

一
世
帯
の
割
合
で
家
庭
を
選

び
、

五
歳
以
上
の
人
に
期
間
中
の
あ

る
一
日
の
行
動
に
つ
い
て

、「
い

つ
、
ど
こ
で

、
ど
の
よ
う
な
目

的
で
、
ど
の
交
通
機
関
を
利
用

し
た
か
」
を
お
聞
き
し
ま
す

。

選
ば
れ
た
家
庭
に
は
、
前
も

っ
て
ハ
ガ
キ
で
連
絡
の
う
え
調

査
員
が
調
査
票
を
配
付
し

、
。
後

日
回
収
に
伺
い
ま

す
の
で

ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

蠢

県
計
画
課

豊
0
4
3
-
2
2
3
-

3
1
6
6

番

1
0
/
1
に

住

宅

統

計

調

査

を

行

い

ま

す

住
宅
整
備
に
必
要
な
調
査
で

す
。
調
査
を
お
願
い
す
る
お
宅

に
は
、
調
査
員
が
調
査
票
を
お

届
け
し
、
後
日

回
収
に
伺
い
ま

す
の
で

ご
協
力
を

お
願
い
し
ま

す
。
翹一
総
務
部
庶
務
課
統
計
係

教

育

委

員

会

会

議

を

開

催

し

ま

す

9
月
％一
日

廊
午
後
2
時
か
ら

会
場
教
育
委
員
会
五
階
会
議
室

圜

教
育
委
員
会
庶
務
課
秘
書
係

{一一
6
6
1
7
4
5
5
番

1
0
月
1
日
～
7
日
は

全
国
労
働
衛
生
週
間
で
す

「
い

き
い
き
健
康
・
仕
事
に

ゆ
と
り
・
笑
い
い
っ
ぱ
い

元
気
な
職
場
/
」

商
工
課
労
政
係
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松
戸
ま
つ
り

市

民
の

祭
典

・

松
戸

ま

つ

り

が

、
1
0
月
2

日

出

・
3

日

㈲

の

二
日

間

に
わ

た

っ
て

開
催

さ

れ

ま

す

。

各
種
パ
レ
ー
ド
ー
バ
ザ
ー
ル
・

の

ど

自

慢

決

勝
大

会

な

ど
、

楽

し

い

催

し

物

が
い

っ
ぱ
い

で

す

(
下

表

参
照
)
。

日

時

…
1
0
月
2

日

出

・
3

日

旧

午
前
1
0
時
~

午

後
4

時
3
0
分

会

場

…
松

戸

駅

東

口

・
西

口

広

場
周

辺
(
下

図

参
照
)

交
通
規
制
:
下
図
参
照

覬

商
工

課

調

整

係

昨年の松戸まつりから

会場 と

交 通

規制

催し物案内
日 場 所 催 し 物

2 山
特 設 舞 台
(西口公園)

歌謡ショー、青空演奏会、

3(日) のど自慢決勝大会、歌謡ショー、

2(土)

歩 行者天国

オープニング、バザール( 趣味の
店・県人会等)、音楽パレード、民

踊パレード、税のコーナー、安全展

3(日)

バザール( 趣味の店・県人会等)、
歩行ラリー、子供仮装パレード、
民踊パレード、税のコーナー、安全展

2(土)

3(日)
ふれあい通り 古本市、.フラワーセール

2 山
3臼

イベント広場

(松戸駅西口)

昔のあそび、ストリートバスケッ

ト

2(土)

西ロ デッ キ

大会本部、警察本部

なんでも相談(占い)
、

宅地建物相談コーナー

ゴ
ミ減量キャンペーン
松戸ケーブルテレビコーナー

3(日)

大会本部、警察本部
なんでも相談(占い)、
宅地建物相談コーナー
国民年金広場、

ゴ
ミ減量キャンペーン、
松戸ケーブルテレビコーナー

2(土)

東 口

オープ
ニング、歌謡ショー、

ヨーヨーつり、民謡ショー、
鮮魚大売出し、音楽パレード

3(日)
鼓笛隊、ブラスバンド、
ヨーヨーつり、歌謡ショー
野菜の大売出し、子供仮装パレード

2 山
3 旧)
松戸駅西口

輸入品展示即売会( インポートバ

ザール)

2(土) 市 民 劇 場 農産物品評会および即売会

9/30

困

～10/5

(火)

伊勢丹6 階 消費生活展

1 鬯

〆丶w
3 日
文化ホール 小中学生観光絵画展

歩行者天国内は10 月2 日(土)・3 日(日)とも午前9 時30 分~ 午

後5 時30分 の 間、交通規制が行われます。

また、1 日田午後10 時~4 日(月)午前8 時30 分 の間、松戸駅

西口地下駐車場の営業を休止します。この期間中の車の出し

入れはできませんので、ご注意く ださい。

黯交通規制…松戸商工会議所S64-31 竹 番、松戸駅西口地下

駐車場…再開発課松戸駅周辺整備室

ご利用ください

手賀の丘少年自然の家

県
立
手
賀
の
丘
少
年
自
然
の

家
は
、
手
賀
沼
の
南
側
、
自
然

の
残
る
緑
豊
か
な
手
賀
の
丘
公

園
に
隣
接
し
て
い
ま
す
。

小
・
中
学
校
の
団
体
活
動
や
、

子
供
会
な
ど
の
活

動
に

ご
利
用

く
だ
さ
い
。

施
設
・
設
備
多
目
的
ホ
ー
ル
・

体
育
館
・
宿
泊
室
・
プ
ラ

ネ
タ

リ
ウ
ム

ー
グ
ラ
ウ
ン

ド
な
ど

費
用
宿
泊
・
施
設
利
用
は
無
料
。

食
事
代
(
三
食
)
、
シ
ー
ツ
ク
リ
ー

ニ
ン

グ
代
と
し
て
千
九
百
円
程

度

利
用
申
し
込
み
宿
泊
の
場

合
=
小
中
学
生
・
少
年
団
体
と

指
導
者
は
、
六
ヵ
月
前
か
ら
、

そ
の
他
の
団
体
は
二
ヵ
月
前
か

ら
日
帰
り
の
場
合
一
ヵ
月
前

か
ら
十
日

前
ま
で

※
来
年
度
の
夏
休
み

期
間
も
同

様
で

す
。

※
手
賀
の
丘
少
年
自
然
の
家
の

バ
ス
の
利
用
に
つ
い
て
は
、

①
利
用
団

体
が
現
地
学
習
を

す
る
場
合

②
宿
泊
団
体

が
少

年

自
然
の

家
と

最

寄
り

駅

(
J
R
北
柏
駅
・
北
総
線
西

白
井
駅
)

間
の
輸
送
を
要
す

る
場
合
に
限
り
ま
す
。

黯
手
賀
の
丘

少
年
自
然
の

家
｀

0
4
7
1
-

飢
-
1
9
2
3

番

生
活
排
水
に
よ
る
河
川
の
汚

れ
を
少
し
で

も
な
く
す
た
め
、

合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
に

ご

協
力
く
だ
さ
い

。

合併処理浄化槽の

設置者に補助 金

(市内の一部地域)

合
併
処
理
浄
化
槽
と
は
、
台

所
な
ど
の
雑
排
水
と
、し
尿
を
、

同
時
に
処
理
で
き
る
も
の
で
す
。

市
で
は
、
河
川
の
浄
化
に
効

果
的
な
こ
の
浄
化
槽
の
設
置
を

促
進
す

る
た
め

、
設
置
者
に
設

置
費
用
の
一
部
を
補
助
し
て
い

ま
す
。
補
助
対
象
地
域
=・
真
関
川
流

域
で

、
江
戸
川

左
岸
流
域
下
水

道
松
戸
幹
線
・
市
川
幹
線
の
う

ち
、
次
の
地
域
で

す
。

①
初
富
飛
地
・
串
崎
南
町
の
全

域
②
五
香
六
実
・
松
飛
台
・
日

暮
・

高

塚

新
田

・
'串

崎

新
田

・

紙
敷

・

河

原
塚

・
和

名

ヶ
谷

・

大
橋

・

秋

山

・
田

中

新

田
の

一

部

補
助

の

条

件
・・
・
専

用

住

宅

・

共
同

住

宅
・
店

舗

併
用

住

宅
(
た

だ
し

、

住

居

部
分

が

二

分

の

一

以

上

の

も

の
)

な
ど

に

、

五
人

か
ら

五

十

人

槽

ま
で

の

合

併

処

理

浄
化

槽
(

合

併
処

理

浄

化
槽

の
種

類

に

も

条

件
が

あ
り
ま
す
)

を

設
置

す

る

こ

と
な

ど
。

く
み

取

り

ト

イ
レ

や

既

設
の

単
独

処
理

浄
化

槽
を

、
合

併

処

理
浄
化
槽
に
変
更
す
る
と
き
も
、

補

助

が
受

け
ら

れ
ま

す

。

補

助

金
の

限

度

額
・
:
左
表

の

と

お
り

補

助

金
の

申

請
:
と

の

補

助

金
を
受
け
る
に
は
、
事
前
に
手

続
き
が
必
要
で
す
。
設
置
を
予

定
し
て
い
る
人
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

周一
生
活
環
境
課
生
活
環
境
係

補助金の限度額

5人槽 600,000円

6 人檣 700,000円

7人檣 800,000円

8 人槽 900,000円

9 人槽 1,000,000円

10人檣 1,100,000円

11~20人檣 1,854,000円

21~30人槽 3,296,000円

31~50人槽 4,326,000円

シンプルライフを提案します

松戸市消費生活展

第
二
十
回
消
費
生
活
展
を
開

催

し

ま
す

。
今

回
は

「
優

雅

に

シ

ン

プ
ル

ラ

イ

フ

」
を

テ

ー
マ

に

、
衣

・

食

・
住

・

水
な

ど

生

活

全

般
に

つ

い

て

、

シ
ン

プ
ル

ラ

イ

フ
を

考

え

て

み

ま
し

た

。

期

日
・
・・
9
月
3
0
日

團
ふ

…一
月

5
日

㈹

会

場

…

伊
勢

丹

六

階
ア

ー
ト

ホ
ー

ル

展

示

内

容

衣

服

の

シ
ン

ブ

ル

提
案

…

着

回

し

や

リ
フ

ォ
ー

ム
で

、

優

雅

に

着

こ
な

す

方

法

を

提
案

し

ま

す
。
ま
た
、
衣
類
の
チ
エ
ッ
ク

リ
ス

ト
を

作

り

、

持
ち

過

ぎ
や

買
い

過

ぎ
を

な

く
す

よ

う

呼

び

掛
け

ま

す

。

食

生

活
の

シ
ン

ブ
ル

提
案

…

エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ
の
調
理
品
を

展

示

し
て

、

食
物

を

大

切
に

す

る
心

掛

け
を

訴

え

ま

す

。

快

適

で

シ
ン

ブ

ル

な

住

ま
い

・
:
押
し
入
れ
の
収
納
効
率
ア
ッ

プ
や

、

階
段

下

収

納

庫

の
工

夫

を

提

案

し
ま

す

。

使
い

過

ぎ

て
い

ま

せ

ん

か

水

・
洗

剤

…
節

水

を
訴

え

ま

す

。

ま
た

捨
て

る
水

は
汚

濁

物

や

余

分

な

洗

剤
等

が

入
ら

な

い

シ
ン

プ

ル

な
水

と

し
て

流
す

よ

う

に

呼

び

掛
け

ま

す

。

葬

儀

の
仕

方
=
・
あ

る
日

突
然

起

こ

る

葬

儀
は

、

そ

の

場
で

た

く

さ

ん

の
判

断
が

必

要
で

す

。

葬
儀

の

流
れ

や
や
り

方

な
ど
を
、

市

民

葬

の

内

容
や

ア

ン

ケ

ー

ト

結

果

も

交
え

て

紹

介

し

ま

す

。

冠

婚

葬

祭

相

談
コ

ー

ナ

ー

…

1
0月
2

日

出

・
3

日
旧

午

後
1

時
～
4

時
3
0
分

の

間

に

開

設

。

専

門

家
が

相

談
に

応
じ

ま

す

。

計

量
コ

ー
ナ

ー
=
・
今

年
1
1
月

か

ら

計

量
法

が
全

面

改
正

さ
れ

る
の

に

伴
い

、
暮

ら

し
の

中
の

計

量

を

紹
介

し

ま

す

。

ま

た

、

重

さ

当
て

ク
イ

ズ
で

は

粗
品

を

プ
レ

ゼ

ン

ト
し

ま

す

。

企

画

・

運

営
…

松

戸

市

消

費

生

活

展

実
行

委

員

会

覬

消

費

生

活

課
消

費

生

活

係

昨年の消費生活展から

中

小

企

業

設

備

近

代

資

金

を

ご
利

用

く

だ

さ

い

対
象
国
の

指
定
す
る
機
械
金

属
工
業
・
軽
工
業
・
繊
維
工
業

・
農
林
水
産
業
・
小
売
業
・
卸

売
業
・
そ
の

他
の
業
種
に
属
す

る
企
業
で

、
現
在
の
事
業
を
原

則
と
し
て

一
年
以
上
行
っ
て
い

る
企
業

貸
付
額
設
備
代
金
の

二
分
の
一
以
内
で
三
千
万
円
ま

で

利
子
無
利
子

返
済
方
法

一
年
据
え
置
き
で
四

年
均
等
返

済

保
証
人
個
人
事
業
所
二
人
。

法
人

事
業
者
三
人

顏
東
葛
飾
支
庁
商
工
労
政
課
四

6
1
1
9？
上
1
に
り
番

学
生
の
皆
さ
ん
へ

県

内

企

業

の

求

人

情

報

は

千

葉

県

学

生

セ

ン

タ

ー

で

千
葉
県
学
生
セ
ン
タ
ー
は

、

平
成
6

年
3
月
新
規
に
大
学
や

短
大
、
専
門
学
校
等
を
卒
業
す

る
学
生
の
皆
さ
ん
に
、
求
人

情

報
・
企
業
案
内
・
採
用
実
績
企

業
情
報
な
ど
、
雇
用
に
関
す

る

各
種
の
情
報
を
提
供
し
て
い

ま

す
。
黯
千
葉
県
学
生
職
業
情
報
セ
ン

タ
1
・
1
0
4
3
-
2
2
4
-
3
3
8
3

番

事

業

主

は

労

働

保

険

に

加

入

を一
人
で
も
雇
用
し
て
い
る
事

業
主
は
、
労
働
保
険
(

労
災
保

険
・
雇
用
保
険
)
へ
の
加
入
が
、

法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま

す
。ま
だ
、
加
入
し
て
い
な
い

事

業
主
の
皆
さ
ん
は
、
従
業
員
や

そ
の

家
族
が
安
心
し
て
働
ら
け

る
よ

う
、
至
急
加
入
の
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い

。

※
パ
ー
ト

タ
イ
ム
の
人
も
、
一

定
の
要
件
を
満
た
せ

ば
、
雇

用

保
険
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

黯
千
葉
労
働
基
準
局
四
0
4
3
-
2
5
4

-
5
2
1
1

番

図

書

館

全

館

で

、

本

は

何

冊

で

も

借

り

ら

れ

ま

す

本
館
の
一
般
書
は
従
来
か
ら

貸
出
冊
数
制
限
が
あ
り
ま
せ

ん

で
し
た
が
、
今
月
か
ら
、
本
館

こ
ど
も
の
と
し

ょ
か
ん
、
十
八

ヵ
所
の
分
館
、
二
十
ヵ
所
を
巡

回
す

る
移
動
図
書
館
車
み
ど
り

号
も
、
制
限
が
な
く

な
り
ま
し

た
。貸
出
期
間
は
従
来
ど
お
り
二

週
間
で

す
の
で

、
期
間
内
に
読

め
る
冊
数
を
借
り
て
く
だ
さ
い
。

利
用
カ
ー
ド
は
全
館
共
通
で

す
の
で

、
ど
こ
の
館
か
ら
も
借

り
ら
れ
、
ど
こ
の
館
へ
も
返
却

で
き
ま
す
が
、
な
る

べ
く
借
り

た
と
こ
ろ
へ
返
し
て
く
だ
さ
い
。

閉
館
時
に
は

、
返
却
ポ
ス

ト

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

本
館
の
C
D
や
カ
セ
ッ
ト
テ

ー
プ
は
、
返
却
ポ
ス
ト
に
投
入

す
る
と
痛
み
ま
す
の
で
、
直
接

借
り
た
カ
ウ
ン

タ
ー
へ
・
返
却
し

て
く
だ
さ
い
。

黷
図
書
館
本
館

酋
6
5
-
5
1
1

5
番ゆ ず り あ い ・ だ れ で も で き る ・ 心 が け

9/21C 火)~30 沐) 秋 の 全 国 交 通 安 全 運 動

重点目標 ① 夜間の無謀運転はや めましよう 。

②シ ート ベルト を締めましよう 。

③道 路横断中のお年寄りに 気を 付けましよう 。

④違 法駐車を追放しましよう。

眼

科

休

診

の

お

知

ら

せ

1
0月
1
5日

窗
の
眼
科
外
来
は
、

医
師
が
学
会
に
出
席
の
た
め
休

診
と
な
り
ま
す
。

践
市
立
病
院
眼
科
外
来
四
6
3
-

り乙
1
7
1
内
線
り乙
1
0
a
u番



情報チ

ャン

ネル

お
は
な
し
キ
ヤ
ラ
バ
ン
ま
つ
り

9
月
2
6日
⑧
午
前
1
1時
~
午

後
4
時

会
場
市
民
会
館

費

用
無
料

茴
黼
松
戸
市
お
は
な
し
キ
ャ
ラ

バ
ン
容
4
4
-
3
0
3
7番

子供たちはキャラバンが大好き

ア
ニ

メ

紙
芝
居

人
形
劇

時 間 内 容

第1 回
午前11時

~正午

4・おはなしおはなし孥はらぺこあ

おむし 令あかずきんちやん

第2 回
午後O時10分

~1時10分

4・フフナンシと6 ぴきのむすこ●ごちゃ

まぜカメレ オン ●さんまいのおふだ

第3 回
午後1 時20分

~2 時20分

4・たいようへとぶや孥しつぽのは

なし●かに子ちゃんとさるどん

第4 回
午後2 時30分

~3 時30分

4・しまうま孥じごく のそうべい●

マウィたいようをつかまえる

※タイトルが色刷りのものは、

市の主催です。

人 口 と 世 帯(9 月1 日現在)

○人口463,514 人(+342)

O 男235,947 人(+194)

O 女227,567 人(+148)

O 世帯171,336 世帯( 十177)

子ども劇場

日時 会場 費用 内 容

松戸北・東

・西・中央

子ども劇場

10/1es

午後6 時

30分開演

市民会館
3,000円

(会員外)

劇団青年劇場

「翼をくださ

い」

松戸北子ど

も劇場

9/25 山

午後4 時

30分開演

幸谷小学

校体育館
80(〕円

わらび座小さ

な劇場

「ゆめみちや

り」

問

い

合

わ

せ

松
戸
北
子
ど
も
劇
場
事
務
局

昔
4
7
-
4
4
4
6番

ふ

る
さ
と
探
訪

シ
リ

ー
ズ

1
0月
9
日
出
午
前
8
時
4
5分

~
午
後
4
時

会
場
流
山
青
年

の
家

費
用
千
四
百
八
十
円

内
容
房
総
風
土
記
の
丘
見
学
・

落
花
生
と
サ
ツ
マ
芋
の
収
穫
体

験

対
象
中
学
生
以
上

圃
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
電
話
番
号
を
記
入
し
、
〒

2
7
0
j
肌
流
山
市
中
一
一
〇
流
山

青
年
の
家
(
容
0
4
7
1
-
5
9

-
2
0
0
4
番
)
へ

ク

リ

ン

ク

ル

ま

つ

り

「

た

か
ら

市

」

出

品

者

募

集

ク
リ
ン
ク
ル

ま
つ
り
で
、
家

庭
な
ど
に
眠
っ
て
い

る
生
活
用

品
フ
リ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

「
た
か

ら
市
」
を
開
き
ま
す
。

日
時
1
0月
2
4日
面
午
前
1
0時

~
午
後
4
時

会
揚
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ

ー
(
高
柳
新
田
三
七
)

出
品
資
格
営
利
を
目
的
と
し
な

い
二
十
歳
以
上
の
個
人
ま
た
は

団
体
。
先
着
六
十
組
ま
で

用一
1
0月
1
8日

㈲
〔
消
印
有
効
〕

ま
で
に
、
ハ
ガ
キ
に
氏
名
(
グ

ル

ー
プ
の

場
合
は
代
表
者
名
と

人
数
)
・
住
所
・
電
話
番
号
(
昼

間
の

連
絡
先
)
・
主
な

出
品
品

目
・
自
動
車
使
用
台
数
を
記
入

し
て

、
〒
2
7
1
松
戸
市
根
本
E
八

七
-

五
松
戸
市
役
所
消
費
生
活

課
へ

悪
徳
商
法
に

ご
注
意
を

吃
音
者

の
集

い

9
月
2
6日
囲
午
後
1
時
~
5

時

会
場
市
民
会
館

対
象
吃

音
者
お
よ
び
吃
音
問
題
に
関
心

の
あ
る
人

費
用
無
料

閲
堀
内
容
0
4
3
-
2
5
2
-
4
3
0
7

番
(
夜
間
)

催

し

物

公

証

相

談

公
証
週
間
(
1
0
月
1
日
~
7

日
)
に
ち
な
み
、
公

証
相
談
を

行
い

ま
す
。

1
0月
4

日
㈲
午
後
1
時
~
3

時

会
場
市
民
相
談
コ

ー
ナ
ー

吊

役
所
本
館
一
階
)

内
容
遺

言
・
契
約
一
会
社
の
定
款
な
ど

相
談
員
公
証
人

費
用
無
料

固
法
務
局
松
戸

支
局
容
6
3
-
6

2
7
8

番

秋

の

高

山

祭

と

紅

葉

の

上

高

地
(

バ

ス

の

旅
)

1
0月
9
日
出
午
後
8

時
、
松

戸
駅
西
ロ

デ
ッ
キ
上
に

集
合
。

1
1
1
1

一
日

蜊
午
後
8

時
、
日
比
谷
で

解
散
予
定

費
用
四
万
円

定

員
三
十
五
人

固
松
戸
工
業
連
合
会
・
上
野
昔

6
3
-
4
3
7
4
番
(
平
日
午
後

1
時
～
5

時
)

養

老

渓

谷

バ

ス

の

旅

1
0月
3
1日
㈲
午
前
6
時
1
0分

千
葉
銀
行
松
戸
支
店
前
集
合
、

午
後
6
時
松
戸
駅
解
散
〔
雨
天

決
行
〕

行
き
先

養
老
渓
谷

贊
用
大
人
七
千
円
、
子
供
六
千

円
(

昼
食
代
・
保
険
料
含
む
)

定
員
先
着
百
五

十
人

圃
1
0
月
5
日
㈹
ま
で
に
、
ハ
ガ

キ
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性

別
・
電
話
番
号
を
記
入
し
て
、

〒
2
7
1
松
戸
市
上
矢
切
二
九
九
-

一
矢
切
公

民
館
内
松
戸
市
歩
こ

う
会
実
行
委
員
会
(

雲
6
8↓
1

2
1
4

番
)
へ

9
/
2
0
~
2
6
動

物

愛

護

週

間

「
な

か

よ

し

動

物

フ

ェ

ス

テ

ィ

バ

ル
9
3
」

①
9
月
2
1日
㈹
午
前
1
0時
～

正
午
②
9
月
2
3
日
竕
午
前
1
0
時

~
午
後
4
時

会
場
①
千
葉
県

動
物
愛
護
セ
ン

タ
ー
②
ボ
ン
ベ
・

ル

タ
百
貨
店
(

成
田
市
)

※
犬
・
猫
の
不
妊
手
術
に
対
し
一

頭
に
付
き
五
千
円
助
成
(

先

着
八
百
頭
)
し
ま
す
。
往
復
ハ

ガ
キ
〔
2
6日
収
消
印
有
効
〕で
、

〒
2
6
0
千
葉
市
中
央
区
千
葉
港

四
-

三
千
葉
県
畜
産
会
館
内

題
千
葉
県
獣
医
師
会
へ

問
題
千
葉
県
獣
医
師
会
s
0
4
3
-

2
4
2
-
1
0
4
7番

ペットは大切に

保
健
・
衛
生

急

性
灰
白
髄
炎
(
ポ
リ

オ
)

予
防

接
種

対
象
生
後
三
ヵ
月
以
上
四
歳

未
満
の
人
で
、
二
回
飲
み
終
え

て
い
な
い
人

圃
ハ
ガ
キ
(
下
記
要
領
)
で
、

〒
2
7
1
松
戸
市
竹
ヶ
花
七
四
-
三

中
央
保
健
セ
ン

タ
ー
内
保
健
衛

生
課
ポ
リ

オ
係
(
{
。
6
6
-
7
4

8
3
番
}
へ

ハガキ要領

ポリオ日程

＼ 会 場 名 期 日

1 中 央 保 健 セ ン タ ー10/21附 12/22團

2 五 香 市 民 セ ン タ ー10/8 廁 12/17c

3 松 飛台市民センター 10/8 圀 12/17c

4 小 金 北市民センター 10/15R 12/9 困

5 東 部 市 民 セ ン タ ー 10/12C 火)12/14C火)

6 馬 橋東市民センター 10/15c 12/10R

7 健 康 増 進 セ ン タ ー 10/19C 火)12/15伽

8 常 盤 平 市 民 セ ン タ ー 10/7 困 12/7( 火)

9 明 市 民 セ ン タ ー 10/1 廁 12/7( 火)

10 古 ケ崎市民センター 10/1c 12/14C火)

11 稔 台 市 民 セン タ ー 10/5( 火)12/3 廁

12 小 金原市民センター 10/5( 火)12/6( 月)

13 新 松戸市民センター 10/12C 火)改修工事

14 小 金 市 民 セン タ ー 10/7 附 12/8 伽

15 常 盤 平市民センター 10/22c 12/2明

16馬 橋 市 民 セ ン タ ー 10/6 團 12/6( 月)

17 六実市民センター別館 10/14困 12/8 伽

18 二十世紀が丘市民センター 10/19C火)12/1500

時間

午
後
1
時
1
5分
～
2
時
3
0分

愛
の
献
血

期日 時 間 会場 主 催

9/24($)

午前10時

?

午後4 時

ダイエー新

松戸店前

松戸東ライオ

ンズクラブ

10/4 側
松戸市役所

正面玄関前
松戸市

固
健
康
管
理
課
業
務
係
登
6
6
-

7
4
8
7
番

ス
ポ
ー
ツ

市
民

体
育
祭
弓

道
大
会

1
0月
3
日
㈲
午
前
9
時
3
0分

か
ら

会
場
運
動
公
園
弓
道
場

対
象
市
内
在
住
の
人
(
学
生
は

不
可
)

費
用
五
百
円

当
日
会
場
(
午
前
9
時
1
5分

ま
で
)
で

茴
松
戸
市
弓
道
連
盟
・
奥
田
容

4
2
1
0
7
[
D
n
/

番`

松

戸

市

民

剣

道

大
会

1
0月
3

日
面

午
前
9

時
3
0分

か
ら

会
場
運
動
公
園
体
育
館

対
象
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

者

内
容
全
日

本
剣
道
連
盟
試

合
規
則
に
よ

る
個
人
戦
・
団
体

戦
(
五
人
制
)

費
用
五
百
円

圃
9

月
2
6日

㈲
午
後
2

時
3
0分

~
3
時
に

運
動
公
園
武
道
館
会

議
室
で

受
け
付
け

固
大
会
事
務
局
・
柳
田

容
4
4
-

秋

季

バ

ド

ミ

ン

ト

ン

ダ

ブ

ル

ス

大

会

1
0月
1
1
1
1

一
日

晞

午

前
9

時
~

午

後
5

時

会

場

運

動
公

園

体

育

館

対

象
市

内

在

住

・

在
勤

・

在

学

者

費

用

協

会

登
録

者

千

二
百

円

、

未

登

録

者
千

五

百

円

内

容

男
女

一
~

四

部

圃
1
0
月
1
日
廁
必
着
で
、
ハ
ガ

キ

に

ク
ラ

ブ

名
を

記

入

し
て

〒

2
7
0
松

戸

市

中

和

倉
三

〇

四
-

八

長
谷

川
(
昔
4
1
-
7
9
2
5

番
)

へ

女性フォーラムまつど

ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

女
性
行
動
計
画
へ
の
提
言

三遊亭歌る多

昨
年
8
月

、
市
民
・
学
識
者

十
五
人
で

構
成
さ
れ
る
、
女
性

行
動
計
画

推
進
協
議
会
が
発
足

し
ま
し
た
。
協
議
会
で
は
現

在
、

女
性
行
動
計
画
の
第
二
次
実
施

計
画
策
定
へ
の
提
言
を
す
る
た

め
、
討
議
を
重
ね
て
い
ま
す
。

こ
の

提
言
の
参
考
に
す
る
た

め
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
演

会
も
同
時
に
行
い
ま
す
。

日

時
…
9

月
2
5日
出
午
後
1

時
3
0分
~
4

時

会
場
:
市
民
劇
場

費
用
・
:無
料

内
容
・
:提
言
に
向
け
て

、
こ

れ

ま
で
の

討

議
の

経

過
報

告

と
、
参
加
者
の

皆
さ
ん
と
意
見

交
換
を
し
ま
す
。

講
演
…
「
生
き
方
、
フ
リ

ー

ス
タ
イ
ル
」
三
遊
亭
歌
る
多
氏

(
落
語
家
・
落
語
界
初
の
女
性

真
打
ち
・
市
内
大
金
平
出
身
)

※
保
育
有
り
(
要
予
約
一
二
歳

以
上
十
人
ま
で
)

※
手
話
通
訳
有
り

固
女
性
課
(

婦
人
会
館
内
)

容

6
2
1
(
n
)
(
h
)
Q
)
[
D

番

彼女に一目ぼれしました。

胡録台 酒巻 義久さん 裕子さん

私だちなりの明るい家庭を築いていけ

れば、幸せです。将来の夢は、二人で喫

茶店を経営することです。



手

話

通

訳

者

養

成

講

座

1
0月
7

日
~
平
成
6

年
3
月

3
1日
の
毎
週
木
曜
日
(

全
二
十

九
回
)
、
午
後
6

時
3
0分
~
8

時

3
0分

会
場
社
会
福
祉
協
議
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

対

象
市
内
在
住
の
手
話
通
訳
者
と

し
て
活
動
し

た
い
人
で
、
手
話

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
歴
三
年
以
上
の

人

定
員
十
五
人

内
容

講
義

・
実
技
・
実
習

費
用
無
料

匣
9

月
2
7日
囲
ま
で
に
、
電
話

で

社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
セ
ン

タ
1

容
6
2
-
5
9
6

3
番
へ

古

典

講

座

「

徒

然

草

に

生

き

方

を

学

ぶ
」

9
月
2
7
日
～
1
1
月
1
日
の
各

月
曜
日
(
全
五
回
)
、
午
後
2
時

～
4
時

会
場
明
市
民
セ
ン
タ
ー

費
用
五
百
円

圃
9
月
2
5
日
出
ま
で
に
、
ハ
ガ

キ
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電

話
番
号
を
明
記
し
、
〒
2
7
1
松
戸

市
高
塚
新
田
四
九
八
古
典
を
読

む
会
・
山
本
修
(
0
9
2
-
5
0

0
8
番
)
へ

手

芸

・

編

み

物

講

習

会

(
母

子

寡

婦

家

庭

対

象
)

1
0月
3

日
~
1
2
月
1
2
日

の

各

日

曜

日
(

全
八

回
)
、
午

前
9

時

～

午

後
4

時

会

場

婦
人

会

館

費

用

無

料
(

材

料

費
は

実
費
)

持

ち

物

六
~

八

号

編
み

棒

・
毛

糸
百
㌘
ほ
ど
、
筆
記
具
・
物
差
し

匣
9

月
3
0
日

困

ま
で

に

、
電

話

で

福

祉

事

務
所

福

祉

係
へ

き

も

の

着

付

け

と

帯

結

び

①
1
0
月
1
0
日

Λ
1
1
1
1

一
月
2
8
日

の

各
日
曜
日
、
午
前
1
1
時
～
午
後

1
時
②
1
0
月
1
3
日
～
1
1
月
2
4
日

の

各

水

曜
日

、

午

後
2

時
~
4

時
〔
各

全
六

回

〕

会
揚

小

金

原

市

民

セ
ン

タ

ー

費

用

五
千

五

百

円
(

全
納
)

醴

編

物

文
化

協

会

・

安

達
{一一
4
3

1
6
8
9
8

番

お

ど

り

講

習

会

1
0 月
2

日
~
2
3
日

の

毎
週

土

曜

日

午

後
1

時
~
3

時

会

場

明

市

民

セ
ン

タ

ー

費
用

無

料

閲

立

詩

吟
舞

踊

愛

好

会

・
小

林

容
6
3
-
0
6
7
4

番

ふ

れ

あ

い
教

室
(
英

会

話
)

1
0月
2
0日
~
1

月
2
6日
の

各

水
曜
日
(
全
十
二
回
)
、
午
後
6

時
3
0分
~
8

時
3
0分

会
場
勤

労
会
館

対
象
市
内
在
住
・
在

勤
の
勤
労
者
(
初
級
)

定
員

二
十
人
(

申
し
込
み
多
数
の
場

合
は
抽
選
)

費
用
無
料
(
テ

キ
ス
ト

代
は
実
費
)

匣
1
0月
1
日

窗

〔
消
印
有
効
〕

ま
で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・
勤

務
先
・
教
室
名
(

英
会
話
)
を

記
入
し

、
〒
2
7
1
松
戸
市
根
本
三

八
七
-
五
松
戸
市
役
所
商
工
課

労
政
係
へ

楽

し

い

ク

ッ

キ

ン

グ

教

室

1
0月
6
日
困
午
前
1
0時
～
午

後
1

時

会
場
中
央
保
健
セ
ン

タ

ー

対
象
六
十
歳
以
上
(

男

性
歓
迎
)
・

先

着
三
十

人

費

用

無
料

持
ち
物
エ

プ
ロ
ン
・

三
角
き
ん
・
布
き
ん
・
筆
記
用

具圃
電
話
で
健
康
管
理
課
松
戸
方

面
保
健
室
昔
6
6
-
7
4
8
9
番

へ

パークセンターの催し物(21 世紀の森と広場)

行事名 日 時 講 師 対象(先着) 内 容

みどりの教室

「身近な自然と

ふれ合おう」

10/9 出

午後1 時~3 時
白鳥 四郎 氏

小1 以上

40人

身のまわり の動植物の

魅力について、スライ

ド を見ながら話したの
ち、野外で観察

みどりの講習会

「 秋植え球根の

育て方」

10/17(1日)

午後1 時~3 時

元干葉大園芸学部

文部教官
渡辺 重吉郎 氏

どなたでも
40人

チユーリップ等秋植え

の球根の植え方、開花
までの管理方法を解説

惠電 話でパークセンタ ーO45-8900 番へ( 月 曜日を除く)

秋

の

陶

芸

一

日

教

室

1
0月
5
日
㈹

①
午
前
9

時
3
0

分
か
ら
②
午
後
2

時
か
ら

会

場
陶
松
(

市
立
病
院
裏
)

費

用
五
百
円
(

陶
土
・
焼
き
代
は

別
)

定

員
十
二
人

圃
電
話
で
縄
文
土

器
を
作
る
会

・
小
堀
登
6
8
-
7
7
2
6
番
へ

文

化

講

演

会
(

市

制
5
0
周

年

記

念

協

賛

事

業
)

1
0月
3
0
日

出

午

後
1

時
3
0
分

~
4

時

会

場

市

民

劇
場

内

容

経

済

評

論
家

・

中
西

重

思

氏

「
混

迷
か

ら

の

脱

却

は
い

つ

か

~

景

気
と

内

外

政

局
」
、
登
山

家

(
医

師
)
・
今
井

通

子

氏
「
自

然

か

ら

得

た

健
康

法

」

費
用

無

料

定
員
先
着
三
百
八
十
人

圃
官
製
ハ
ガ
キ
か
別
途
配
布
の

チ
ラ
シ
裏
面
の
ハ
ガ
キ
に
、
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
電

話
番
号
を
記
入
し

、
〒
1
0
5
東
京

都
港
区
西
新
橋
一
-

八
I

四
簡

易
保
険
文
化
財
団
文
化
講
演
会

係
(

昔
0
3
-
3
5
0
2
-
8
4

2
6
番
)
へ

稔
台
女

性
の
講
座

「
出
会

い
・
発
見

・
今
」

会
場
稔
台
市
民
セ
ン
タ
ー

定
員
先
着
三
十
人

※
保
育
有
り
(

二
歳
以
上
先
着

十
人
ま
で
)

圃
電
話
で

社
会
教
育
課
青
少
年

婦
人
係
容
6
6
-
7
4
6
2
番
へ

中西重思氏

今井通子氏

稔台女性の講座日程

講
座
・
講
演

秋

の
生
け
花
入

門
講
座

1
0月
5
日
～
1
2月
2
1日
の
毎

週
火
曜
日
、
午
前
1
0時
~
正
午

会
場

①
八
柱
市
民
セ
ン
タ
ー

②
馬
橋
東
市
民
セ
ン
タ
ー

費

用
一
回
千
五
百
円
(
材
料
費
込

み
)
閲
奥
様
い
け
花
壺
宮
会
・
永
田

音
8
5
1
7
0
2
9番

音
楽
の

広
場
(
合
唱
講
座
)

9
月
2
8日
㈹
午
後
1
時
3
0分

~
3
時
3
0分

会
場
市
民
劇
場

費
用
二
千
七
百
円
(
テ
キ
ス
ト

代
含
む
)

醴
社
会
教
育
課
市
民
文
化
係
容

6
6
-
7
4
g
)
り乙
番

女

性
問
題

に
関
す

る
講
演

会
1
0月
7
日
困
午
後
7
時
～
9

時

会
場
婦
人
会
館

内
容
マ

ス
メ
デ
ィ
ア
に
現
れ
る
女
性
差

別

講
師
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
ラ
イ

タ
ー
・
松
原
慶
氏

定
員
先
着

三
十
人

斑
保
育
有
り
(
要
予
約
二
歳
以

上
十
人
ま
で
)

匣
電
話
で
社
会
教
育
課
青
少
年

婦
人
係
昔
6
6
-
7
4
6
2番
へ

障
害
者
に
理
解
を

心
の
ふ
れ
あ
い
を

大
切
に

公
開
教

養
講
座

「
国

際
化

の
時
代

を
生
き

る
」

会
場
東
洋
学
園
大
学

対
象

社
会
人
・
先
着
百
人

費
用
無

料惠
1
0月
4
日
側
ま
で
に
、
電
話

で
東
洋
学
園
大
学
事
務
局
総
務

課
登
0
4
7
1
-
5
0
-
3
0
0

1
番
(
土
・
日
を
除
く
午
前
1
0

時
～
午
後
4
時
)
へ

日 時 内 容

10/9 山
午
後
1
時
S
2
時

30
分

国際化した日本での

今後の生き方

11/13C土)
少数民族ジプシーに

ついて

12/11CU
地球環境汚染に対す

る日本の役割

1/8 出 援助大国日本の選択

婦

人

大

学

「
み
つ
け
よ
う
こ
れ
か
ら
の
私
～
真
の
社
会
参
加
を
め
ざ
し
て
」

日時 内 容 講 師

10/1

各

金

曜

日

午
前

10
時
S
正
午

オリエンテーショ
ン 犬

8 みつけようこれが
らの私

法政大学社会学部講師
矢口 悦子氏

15
マスメディアにみ
る女性問題の現状

日本女性学会
船橋 邦子氏

22 女性のいま、これ
まで

法政大学社会学部講師

矢口 悦子氏

(講師の助言による話

し合い)

29 豊かな人生、本当

の社会参加11/5

12 私にとっての社会

参加と女性問題
19

26
女性の生き方、こ
れがら

12/3 これからの私たち
に

会場…婦人 会館

対象 …市内 在住・在勤の女性

定員…25人 〔保育(2 歳以上8 人 まで) あり 〕

巒電話で婦人 会館W64-8778 番 へ

女性のための再就職セミナー
期日 時間 会場 内 容

10/4( 月)午前10時

?
午後3 時

松

戸地
域
職
業
訓
練
セン

タ|

開講式・オリエンテーション

自己診断ガイド 働くための予備知識

知って得する年金

5(火)
世代を超えた豊かな人間関係

就職準備ワークシート

6團
午前10時
?

正 午

家庭と職場でのあり方

8圀
午前10時
?

午後3 時

仕事探しの方法
知って得する所得税 フリートーキング

まとめ、閉講式

※セミナー修了者の内30人を対象に、別の会場にてワープロ技能講座

を行います。
対象…再就職を考えている30歳以上60歳未満の女性・先着40人

費用…無料

圃電話で干葉雇用促進センター≪043-248 ―7766番へ

松
戸
地
域
職
業
訓

練
セ
ン

タ
ー

各

金

曜

日

午
前
1
0時
~
正
午

女
性
就
業
技
術
講
習
会

会
場
千
葉
県
女
性
就
業
援
助

セ
ン
タ
ー
(
千
葉
市
中
央
区
千

葉
港
四
-

三
千
葉
県
経
営
者
会

館
内
)

費
用
無
料
(

教
材
費

の
み
自
己

負
担
)

※
子
供
同
伴
で
の
受
講
は
不
可

圃
1
0月
1
3日
圉
・
1
4日
困
の
午

前
9

時
工
1
1
1
1

一
時
3
0
分

ま
た

は

午

後
1

時
~
4

時
3
0
分
の

間

に

、

本
人
が
印
鑑
と
官
製
ハ
ガ
キ
を

持

っ
て

、

直
接

女

性

就
業

援

助

セ

ン

タ

ー
(
{
一一
0
4
3
-
2
4
7
-
8
5

4
1

番
}

へ

科目、 期間 時間 内容 対象 定員

経
理
事
務
科

11/2~12/21 の

毎週火・木・金曜日

(全21回)

午
前
9
時

30
分
S
午
後
3時

30
分

簿記検定

3級程度
初心者 30人

1/11~3/8 の

毎週火・木・金曜日

(全24回)

簿記検定

2級程度

簿記検定3 級

程度の人
25人

ワ
ー
プ
口
科

11/25~1/14 の

毎週月・火・木・金曜日

(全21回)

基礎から

3級程度
初心者 20人

パ
ソ
コ
ン
科

12/2~2/28 の

毎週月・木曜日

(全21回)
基礎から

一般応用程度
初心者

各

20人
12/3~3/1 の

毎週火・金曜日

(全2恆])

午
前
9
時
3
0分
~
午
後
3
時
3
0分

経
理
事
務
科

旱

ブＷ

パ
ソ
コ
ン
科

救急医療体制

健康保険証を忘れずに

◆テレホン案内サービス…………≫66-0010 番
平日・午後5 時~翌朝午前9 時
休日と土曜日・午前9 時~翌朝午前9 時

◆夜間急病診療所…………………≫68-3756 番
衛生会館内・毎日午後8 時~11時
◆休日土曜日夜間歯科診療所……O65-3430 番

衛生会館内・午後8 時~11時

各
木
曜
日

午

前
1
0

時
~

正

午

期日 曜日 時

間

内 容 講 師 等

10/7

各

木

曜

日

午

前

10

時

S

正

午

オリエンテーシ

ョン 卜
14

女性差別って本
当にあるの?

女性問題研究家
谷 清子氏

21

28
気付かずにいた

女性差別
話し合い

11/4
滞日外国人女性

と女性問題

女性の家HELPディ

レクター松田端穂氏

11 部落問題と私
部落開放同盟千葉県連

顧問 関口大吉氏

18
私たちのまわりに

ある様々 な差別
話し合い

25
女性差別と「あ

んな」たち 女性問題研究家
駒野陽子氏

12/2
これからの女性

問題の流れ

9
今の私たちには まとめ・話し合

い

リ
サ
イ
ク
ル
広
場

○

譲

り

ま

す

〔
家
具
〕
◆
学
習
机
・
い
す

無
料
◆
下
駄
箱
無
料
◆
ス
リ

ッ
パ
ラ
ッ
ク
無
料
◆
木
製
コ

ー
ナ
ー
ラ
ッ
ク
無
料

〔
電
気

製
品
〕
◆
空
気
清
浄

器
五
千
円
◆
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ヒ

ー
タ
ー
二
千
円
◆
C
D

ラ
ジ

カ
セ
七
千
円

〔
子
供
用
品
〕
◆

ベ
ビ
ー
バ

ス
三
点
無
料
◆
搾
乳
器
二
千

円
◆
入
浴
ネ
ッ
ト
(

ベ
ビ
ー

バ
ス
用
)

五
百
円
◆
し
ょ
い

こ

二
点
三
千
円
・
一
万
円
◆

ク
ー
バ
ン
五
千
円
◆
チ
ャ
イ

ル

ド
カ

ー
シ
ー
ト
千
円
◆
子

供
用

洋
式
便
座
無
料

〔
ス
ポ
ー
ツ

用
品

・
楽
器
〕

◆
ピ
ア
ノ
無
料

〔
日
用
雑
貨
〕
◆
食
器
セ
ッ

ト
(
ア
イ
ス
ペ
ー
ル
・
グ
ラ

ス
・
皿
)
五
千
円
◆
脚
立
無

料
◆
囲
碁
セ
ッ
ト
無
料

匣
9
月
2
5日
出
〔
当
日
消
印

有
効
〕
ま
で
に
、
ハ
ガ
キ
に

希
望
品
名
(
品
物
一
点
に
つ

き

一
人

一

枚
)
・
価

格
・
住

所
・

氏

名

・
電

話

番

号
(

昼

間

の

連

絡
先
)

を

記
入

し

て

〒
2
7
1

松
戸
市
根
本
三
八
七
-
五
松

戸
市
役
所
消
費
生
活
課
消
費

生
活
係
へ

※
相
手
の
紹
介
は
月
末
に
抽

選
し
、
当
選
者
に
電
話
連

絡
し
ま
す
。
紹
介
後
は
自

主
交
渉
に
な
り
ま
す
。

O

次
回
掲
載
分
に
つ
い
て

品
物
を
譲
り
た
い
人
は
、
9

月
2
4日
窗
ま
で
に
、
電
話
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
1
0

月
2
0日
号
に
掲
載
し
ま
す
。

価
格
は
一
万
円
ま
で
で
、

衣
料
品
・
食
料
品
・
自
転
車

な
ど
は
扱
い
ま
せ
ん
。

※
最
近
の
人
気
商
品

チ
ャ
イ
ル
ド
カ
ー
シ
ー
ト

固
消
費
生
活
課
消
費
生
活
係

写
真
の
ふ
ろ
用
発
泡
機
は

千
円
で
す



町の美術家が力作を展示

柿
ノ
木
台
町
会
「
み
ん
な
の
美
術
展
」

シラコバト

淡色の体・首の後ろに黒線・

尾羽の先の両側が白

全長32cm

翼開長51cm

見られる場所 江戸川の近く

中近東・中央アジアが原産のハトで、日本

には江戸時代、関東に持ち込まれたといわれ

ています。

戦後の一時期、数が減少し保護鳥として大

切にされましたが、養鶏場のえさを食べて数

を増やし、生息域も江戸川を越えて広がりま

した。

農村地帯に多くいて、こ の辺りでは、10 年

以上前から流山市との境イ寸近の江戸川沿いで

見ら れます。

松戸
の
野鳥

ス

ナ

ッ

プ

シ

ョ

ッ

ト

8月28日~9 月8 日の間、三矢小台の「ミユゼ・デユ・

コルザ菜の花美術館」で、柿ノ木台町会主催の「みんな

の美術展」が開かれました。

この美術展は、同町会の墨絵クラブ会長・原田秀兼さ

んの呼び掛けで、近所の美術愛好家の作品を展示するこ

とになったもの。同美術館の協力を得て、この期間だけ

入館が無料になりました。

作品は小学生からお年寄りのものまで、絵画以外にも

写真や書道、人形など約60点。近所の人の意外な一面に

触れ、町内会の親睦にもなりました。

みんながんばった優勝おめでとう

あな たの撮った写真(街 の話

題・身近な出来事など) をお寄せ

く ださい 。採用の方には記念

品を差し 上げ ます。

周広報課

サッカー
矢 切 サ ッ カ ー ク ラ ブ

千葉県スポーツ少年団・サッカー交流大会

が、8 月1 日・15日の両日にわたって、千葉

市の県総合運動場で行われました。県内22チ

ームが参加し、「矢切サッカークラブ」が昨年

に引き続き優勝しました。試合はトーナメン

ト方式で行われ、同チームは4 チームと対戦、

いずれも相手チームに得点を許さない圧勝

でした。
ソフトボール
松 戸 ホ ワ イト ジ ャ ガ ー

千葉県スポーツ少年団・ソフトボール交流

大会( 男子チームの部) が、8 月8 日、八街

市新北部グラウンドで行われ、県内10チーム

が参加。常盤平を中心に活動している「松戸

ホワイトジャガー」が優勝しました。同チー

ムは女子も2 人参加している男女混合チーム。

息の合ったプレーで4チームを退け、優勝を

勝ち取りました。

ソフトテニス
も ぐ ら ク ラ ブ

全日本ジユニアソフトテニス大会が、8月

知日~ 旬日 の4 日間にわたって行われ、全国

から5,800 人が参加。会場の千葉県白子町サ

ニーコートで熱戦が繰り広げられました。ジ

ュニア・ロー・トーナメント(男子団体)で、

高塚新田を中心に活動している「もぐらクラ

ブ」が初出場で優勝を果たしました。

くつろいだ雰囲気で、音楽・演劇などの舞

台芸術を発表できる小劇場です。設備は一流

劇場並みでステージは広く、観客席は332

人 収容できます。

市民文化のメッカとして、各種の催し物が

行われています。

●利用時間 午前9 時から午後9 時

●休 館 日 毎週月曜日、年末年始

●交 通 松戸駅西口から徒歩5 分、県道松戸

野田線沿い

●問い合わせ 市民劇場S 日日一〔〕[]7[]番

ホールで行われた

市民劇団の公演

市民劇場

行っ

てみ

まし

た

施設

案内

公
演
で
は
何
度

ガ
ボ
ー
ル
を
利
用
し
て

い
ま
す
し
、
コ
ン

サ
ー
ト
な
ど
を
聴
き
に

来
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

設
備
が
良
く
、
使
い
や
す
い
で
す
ね
。

松戸市民劇団

高梨 美沙子さん( 左)

渡 辺 文 恵さん( 右)
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